
労働者福祉メーデー開催！！労働者福祉メーデー開催！！
　2020年初頭から始まった新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、経済・社会・国民生活は甚
大な影響を受け、生活様式は一変しました。とりわけ社会的弱者ほど深刻な打撃を受け、格差
や社会の分断がより拡大しつつあります。
　私たちは、これまでの様式を柔軟に見直し、共助の輪の拡大を図り、ポストコロナ社会に向け
ての労働者自主福祉活動を力強く進め、社会的連帯を深め、共助の輪を広げていきます。そし
て、そうした土台の上に、ポストコロナの新しい社会づくりをめざします。
　今、日本は人口減少と超高齢社会の急速な進行と労働人口の減少により、社会保障制度は危
機に直面しています。また、低賃金、不安定労働の増加やメンタルヘルス、過労死問題などが顕
在化し、外国人労働問題への対応も急務であります。今後、県民の暮らしの底上げと雇用の安
定や格差と貧困の是正等に向け、県民とともに連帯し取り組んでいかなければなりません。
　第29回労働者福祉メーデーに結集した私たちは、県民と働く者のとくしまフェスタ2021を勤
労者県民運動として発展させ、人と暮らし、環境に優しい福祉社会の実現を目指して全力を挙げ
ることを宣言します。

   2022年１月18日

労福協
2022.1　№107

NEWSNEWS労福協労福協 http://www.tokushima-rofuku.net/　http://www.tokushima-rofuku.net/　http://www.tokushima-rofuku.net/　
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徳島県労働者福祉協議会連合徳島
日本労働組合総連合会徳島県連合会

公益財団法人
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全労済から「こくみん共済 coop」へ

「県民と働く者のとくしまフェスタ」2021

第29回労働者福祉メーデーWEB開催

2022年１月18日（火）13:30～15:30
WEB開催（Zoom）

「生活困窮者支援の現場から」

一般社団法人  つくろい東京ファンド　

       小林  美穂子　さん

☆労働者福祉に関する重点課題について説明 撮影:横関一浩

と　き

ところ

演　題

講　師

定  員 100 名

＜問い合わせ・申込先（事務局）＞
　公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
　県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会
　　▶電話：088-625-8387
　　　 FAX：088-625-5113　　
　　▶メール： tokushima@rofuku.net

参加
無料
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（２） 2022年１月

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、労福協の運動と事業運営、そして組織
運営に会員をはじめ、関係者の皆様に格別のご理
解とご協力をいただきましたことに、心より御礼申しあ
げます。
　昨年は、新型コロナウイルスが猛威をふるい、世
界中の国々で多くの困難に直面しました。
　感染された方々や亡くなられた方々にお見舞いと
お悔やみを申しあげますとともに、医療従事者の皆
様や関係者の方 に々敬意と感謝を申しあげつつ、何
よりもコロナによる経済活動の停滞によって職場や仕
事を失った方々や非正規労働者、女性、若者などい
わゆる社会的弱者の方々の一日も早い生活の安定
と社会参加が保障され、｢誰もが排除されず、支え合
い､安心して暮らせる福祉社会｣の創造への決意を
覚えざるを得ません。
　しかし一方で、コロナ禍の中、無観客で開催され
た東京オリ・パラで、懸命に挑戦するアスリ－トの皆
さんや大谷翔平さんの活躍など、多くの感動をいた
だいた一年でもありました。
　労福協も従来の事業運営に加え、昨年２月には一
般社団法人徳島県労働福祉会館と合併し、存続法
人として、会館運営と新館建設という課題も引き継ぎ、
新たな一歩を歩んでいます。
　今年は、ウィズコロナの時代として、これまで以上
に様々な関係団体・関係者との連携・協力をいた
だきながら、若者や女性、高齢者や在住外国人など
様 な々困難を抱える人々に寄り添いながら、貧困の
克服と自立、社会復帰と社会参加を支援する活動と
事業を拡大していく必要があります。そのためには、
担当者の一層のスキルアップを図り、就労支援という
労福協の強みを発揮して、自立や就労・求職相談

から職業訓練や職場体験等を通して、相談から社
会参加・就労支援という一貫した体制を拡充して
参ります。
　また自立の上では、衣食住の三本柱が重要という
立場から住まいの確保が大きな課題と受け止め、対
応を図りたいと考えています。
　会館管理では、今年で会館設立 50 周年という節
目を迎えることになり、記念行事も開催しつつ、これま
で議論を重ねてきた会館の現在地建替が難しいと
いう判断から、更に検討を加えることとしており、今後
の方向を定めなければなりませんし、将来に向けて
老朽化してきた現施設のあり方も財政問題も含め検
討と対応が求められています。
　労福協は、引き続き現下の情勢に対応し、しっかり
とした歩みをすすめて参りますが、関係する労働者
福祉事業団体や労働団体、関係者の皆様のご支
援とご協力なしには、労福協のみで何事も為し得る
ことはできません。
　今後共の皆様方のご支援とご協力をお願いして
挨拶とします。
　今年も宜しくお願い致します。

（公社）徳島県労働者福祉協議会

　　会　長　川 越 敏 良

労福協運動の
　 更なる拡充を期して

徳島県労働者福祉協議会役員名簿

役 職 名 氏　　名 所　　属

会 長
副 会 長
〃
〃

専務理事
常務理事
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

川 越 敏 良
大 谷 竹 人
藤　岡　一　雄
新 居 栄 治
三　橋　松　男
兼　松　文　子
福　本　　　純
久　積　育　郎
大　地  　均
大久保　秀　幸
山　藤　正　義
瀧　　　誠　司
佐 藤 健 二
和　泉　芳　枝
三　木　裕　子
板 東 啓太郎
藤　原　 　茂 
豊　田　　　浩

（公社）徳島県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会徳島県連合会
こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部
（公社）徳島県労働者福祉協議会
（公社）徳島県労働者福祉協議会
（公社）徳島県労働者福祉協議会
(公財)徳島県勤労者福祉ネットワーク
全徳島建設労働組合
徳島県生活協同組合連合会
徳 島 県 退 職 者 連 合
うずしお法律事務所
徳 島 大 学
徳島県社会福祉士会
四国地方社会保険医療協議会
四国労働金庫徳島営業本部
税理士法人ティグレパートナーズ徳島
こくみん共済 coop香川推進本部

─ 会館設立 50 周年を祝う ─
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連　　合

日本労働組合総連合会徳島県連合会

　　会　長　大 谷 竹 人

役 職 名 氏　　名 組 織 名

〈連合徳島2022～2023年度役員〉

会 長
会 長 代 行
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

事 務 局 長
副 事 務 局 長

〃
財 政 局 長
中小労働対策本部長
執 行 委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
会 計 監 査
　 〃 　
　 〃 　

大　谷　竹　人
岡　　 美由紀
中 川 孝 文
小 合 弘 人
川　口　智　史
鵜 飼 克 尚
原 内 正 敏
賀　川　健　一
多 田   要
宮　本　武　司
吉　野　泰　甲
藤　田　晶　子
島     和  久
山　本　雅　敏
川　口　誠　二
辻　　　康　晴
井　内　　　猛
山　田　雄　作
久　保　智　柾
井　内　貴　志
松　本　忠　宏
鎌　田　耕一郎
石　 橋     　  元
森　内　信　哉
小　原　伸　二
三　木　裕　子
堤　　　吉　弘
松　本　淳　史
沖　田　圭　人

自 治 労
情報労連（民間大手部会）
自 治 労
U A ゼ ン セ ン
Ｊ Ｐ 労 組
電 　 力 　 総 　 連
自 動 車 総 連
電 機 連 合
自 治 労（ 県 職 労 ）
交通労連（中小部会）
全水道（官公労部会）
UAｾﾞﾝｾ ﾝ（女性委員会）
電 力 総 連
交 通 労 連
情 報 労 連
Ｊ Ａ Ｍ 
運 輸 労 連
農 協 労 連
運　 輸　 労　 連
Ｊ Ｒ 連 合
私 鉄 総 連
基 幹 労 連
Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
国 公 総 連
県 教 組
全国一般（女性委員会）
四 国 労 金 労 組
全 労 済 労 組
政 労 連

すべての働く仲間とともに
「必ずそばにいる存在」へ

　新年あけましておめでとうございます。旧年中は連合
徳島の運動に対しまして格別のご支援、ご協力を賜り、
心より感謝申し上げます。
　さて、中国の湖北省武漢で最初に確認された新型コ
ロナウイルスの感染者が発症したとされるのが2019年
12月18日です。日本において新型コロナウイルス感染症
の1例目が確認されたのが2020年1月15日です。その後
の、世界各地の新型コロナウイルスの感染拡大は社会
の様相を一変させました。日本においても、長期化する
コロナ禍の影響は多くの働く仲間とその家族を直撃し、
雇用と賃金・労働条件が脅かされ続けています。一方で、
社会的セーフティネットの脆弱性もより浮き彫りになりま
した。とりわけ、パート・有期・派遣契約、フリーランス
などの形態で働く人、女性、外国人、学生など多くの仲
間が困難な状況に立たされています。また、テレワーク
は、働く自由度を高める一つの働き方として急速に広が
りましたが、反面、個 人々の評価の仕方など人事制度上
の整理や機器導入の費用負担のあり方といった課題、
オンラインを前提とした日常的コミュニケーション不足
と心身の健康確保や人材育成への対応、さらには家庭
内ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の温床化への危
惧など、定着に向けた課題も少なくありません。すべて
の人の人権が尊重され、性別・年齢・国籍・障がいの有
無・就労形態などにかかわらず、誰もが平等・対等で、
多様性を認め合いながら公正・公平に働くことのできる
「フェアワーク」の実現。そのための社会変革は待った
なしです。
　コロナ禍は、デジタルインフラ整備の遅れから適切な
時機に必要な給付・支援を届けることができない決定
的な課題を明らかにしました。個人情報の適切な保護
をはかりつつ、デジタル化の恩恵を享受できる社会基盤
の整備は、感染症拡大や災害時はもとより、誰も取り残
されることのない社会の基盤に位置付けられるべきで
す。さらに、私たちは大きな変革の波に直面しています。
加速するＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）や、地
球温暖化対策として政府が宣言した2050年までに温
室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「2050年カー
ボンニュートラル」の動向が、産業・雇用、そして社会の

あり方を根本から変えていくことが想定されています。
　こうした変革の中で生じる負の影響を最小限にとど
めるなど「公正な移行」をすすめ、働く人にとってより良
い雇用や働き方を実現する機会としていかなければな
りません。その端緒を開くためにも、適切な給付・職業
訓練・就労支援がパッケージとなった「雇用と生活の
セーフティネット」「失業なき労働移動」の具体化は急
務です。大都市圏への人口集中と地方の疲弊、地域間
格差がもたらす経済・行政の課題も浮き彫りとなりまし
た。持続可能で魅力ある地域づくりに向けた地域活性
化の取り組みが重要であると同時に、国と地方の役割
分担、地域における「公共」の重要性とそのあり方が、
今、改めて問われています。
　こうした認識を多くの仲間と共有し、「持続可能性」と
「包摂」を基底に置いた連合ビジョンの実現を念頭に、
運動の再構築を一層前進させていくことが、連合の旗
のもとに集う私たちに課せられていると考えます。今後
とも連合徳島が、すべての働く仲間とともに「必ずそばに
いる存在」となれるよう努めてまいります。
　今年が皆様方にとりまして良き年になりますようお祈
り申し上げますとともに、私たち連合運動に対する皆様
方のより一層のご理解とお支えをお願い申し上げます。
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　新年明けましておめでとうございます。
　およそ２年間にわたって世界中を席巻した新
型コロナ禍は私たちの生活スタイルを一変させ
ましたが、懸案だった第５波も順調に収束し（執
筆時11月中旬）、これから本格的な冬を迎えるに
当たり一抹の不安は残りますが、労福協を構成
するそれぞれの会員の皆様におかれましては、
久々にご家族お揃いで新春をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
　コロナ禍の中で、私たちは社会全体としての
「危機管理の脆弱さ」や日本人独特の過剰な「同
調圧力」の強さなど様々な気付きを与えられま
した。後者には「コロナハラスメント」といった
負の面もありましたが、一方では国民の100％が
マスクをつけ、75%以上（11月17日現在）がワク
チンを接種するといった真面目な国民性が第５
波の順調な収束に繋がったのかも知れません。
　さて、コロナ禍に限らずこの様な災害時のし
わ寄せは所謂社会的弱者と言われる皆さん方、
とりわけ子どもたちにきます。「動くな！」が最
も苦手な子どもたちを守るのは当然ですが大人
の使命です。しかしながら「過度な防衛策で将来
ある子どもたちから『学び』や『出会い』、そして
『思い出』までをも奪ってしまってよいのだろう
か？」そんな難しい課題を投げかけられたのも
事実でした。
　四国ろうきんは昨年８月、「子育てサポート企
業」として認定され「くるみん」マークを取得し
ました。一昨年の「えるぼし（三ツ星）」に続いて

の公的認定になります。この２つの認定制度は
今世紀に入って成立した「次世代法」や「女性活
躍法」等新しい法律によって制定されたもので、
その背景には少子高齢人口減少社会に突入する
我が国において、それまでの社会の在り方を少
し見直し「子どもは社会で育むもの」という思想
がありました。
　コロナ禍は今しばらく続くでしょうが、私た
ち四国ろうきんは、常に共助の輪の外におられ
る方々にも目配りをし、その拡大を目指す労福
協の仲間の皆さんと共にこの難局を乗り切る覚
悟でございます。本年も皆様にとって幸せ多い
年となりますことをご祈念申し上げ、新年のご
挨拶と致します。

年頭のご挨拶

四国労働金庫

　　理事長　杉 本 宗 之

【徳島地区選出理事・監事】

【徳島営業本部・営業店】

役 職 名

役 職 名

氏　　名

氏　　名

所　　属

副理事長

専務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

森 本 　 佳 広

住 友 　 誠 教

大 西 　 和 彦

岡 　 美 由 紀

原 内 　 正 敏

矢 藤 　 寿 浩

田 村 　 敬 一

新　居　栄　治

板　東　啓太郎

丹　下　智　博

佐々木　美　紀

西　　　英　二

遠　藤　好　人

挟　谷　　　肇

梅　田　佳　宏

大　田　　　哲

徳島県職員労働組合

員 　 外

員 　 外

ＮＴＴ労働組合四国総支部徳島分会

ジェイテクト労働組合徳島支部

ＰＨＣ労働組合四国支部

ＪＰ労働組合四国地方本部徳島連絡協議会

執行役員徳島営業本部長

徳 島 営 業 副 本 部 長

徳島ブロック統轄店長

徳 島 ブ ロック 副 店 長

徳 島 北 支 店 支 店 長

徳島西部ブロック統轄店長

徳島西部ブロック副店長

徳島ローンセンター所長

徳島北ローンセンター所長
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　新年、明けましておめでとうございます。

　人と人との距離をとる。できるだけ家にいる。

大切な人たちとなかなか会えない。ココロが乾

いて寂しくなる。新型コロナウィルス感染症の

流行と鎮静が繰り返され、自粛や制約の生活の

なかで、人々は、小さな動きで大きな喜びが得ら

れる商品やサービスを求めているのではないで

しょうか。

　博報堂総研の2022年ヒット予想のキーワード

は、『動かず、動かす』です。

　①（場所を動かず、満足を得る）デリバリー

サービスやオンラインによる授業・診療・イベン

ト、②（人や組織に合わせず、活動を広げる）無

人・非接触サービスや副業、③（手間をかけず、楽

しむ）冷凍・レトルト食品、④（構えすぎず、社会

に関わる）EV、SDGs、LGBTQやジェンダレス

ファッション、などが上位を占めているようで

す。このように、「動かず」（小さな動き、効率的な

働きかけで）、「動かす」（大きな充実や喜びを引

き出す）商品やサービスが注目されています。

　一方、デジタルテクノロジーを活用してサー

ビス提供のプロセスを見直し、既存のサービス

をより優れたものへと変える、デジタルトラン

スフォーメーション（DX）も急速に進められて

います。

　私たちこくみん共済 coop では、「お役立ちDX」

として、人とデジタルのハイブリッド型の対面

推進により、加入・更新・保全・支払いなどのオン

ライン手続きを飛躍的に向上させ、「お役立ち」

発想と「共創」活動による事業と運動の変革を進

めていきます。

　地球温暖化の影響とみられる気象災害や大規

模災害の多発や新型コロナウィルスとの共存す

る社会では、リモート方式やオンラインなどを

有効に活用した最適な「安心の提供」が求められ

ます。そして、相手に寄り添い思いやることで、

はじめて、私たちの思いが伝わります。また、一

緒に創り上げていくことで「たすけあいの輪」は

広がっていくと確信しています。

　本年も引き続き、皆様のご支援をいただける

ようお願いします。

キーワードは、
        『動かず、動かす』

こくみん共済  coop  徳島推進本部
    （徳島県共済生活協同組合）

本部長（理事長）　藤 岡  一 雄

〈2021年度  こくみん共済 coop〈全労済〉徳島推進本部　役員体制〉
役 職 名 氏　　名 所属団体 役 職 名 氏　　名 所属団体
本 部 長
副 本 部 長
事 務 局 長
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

藤 岡 　 一 雄
大 久 保 秀 幸
乾   　 浩  二
松 永 　 　 勉
宮 本 　 武 司
岩 生 　 大 治
三 木 　 裕 子
鈴 木 　 圭 吾
鎌 田 耕 一 郎
亀 田 　 　 真
藤 田 　 晶 子
矢 藤 　 寿 浩

こくみん共済 coop 徳島推進本部
と く し ま 生 協
こくみん共済 coop 徳島推進本部
帝 人 労 働 組 合 徳 島 支 部
四国高速運輸労働組合
徳 島 バ ス 労 働 組 合
全国一般徳島地方労働組合
自 治 労 徳 島 県 本 部
新日本電工労働組合徳島支部
徳 島 市 交 通 労 働 組 合
日 清 紡 労 働 組 合 徳 島 支 部
ＰＨＣ労働組合四国支部脇町地区

代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

藤 崎 　 夏 男
原 内 　 正 敏
鵜 飼 　 克 尚
濵 田 　 　 学
森 本 　 　 光
多 田 　 　 要
岡　　慎太郎
久 保 　 智 柾
大 谷 　 竹 人
田 中 　 重 彰
橋 本 　 浩 志

四 国 化 成 徳 島 労 働 組 合
ジェイテクト労働組合徳島支部
四国電力労働組合徳島県本部
徳 島 県 教 職 員 団 体 連 合 会
全徳島建設労働組合（フレッセ）
徳 島 県 職 員 連 合 労 働 組 合
徳 島 県 公 立 学 校 教 職 員 組 合
全日通労働組合四国支部徳島地域協議会
阿 南 市 職 員 労 働 組 合 連 合 会
自治労徳島市職員労働組合連合会
徳 島 県 高 等 学 校 教 職 員 組 合

3621W006こくみん共済 coop 徳島推進本部（徳島県共済生活協同組合）

こくみん共済 coop
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勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

　　理事長　久 積 育 郎

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望を持って新年をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　日頃は当財団の諸事業に対し、特段のご支援、
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウィルス禍が続く中での一
年でしたが、財団として「できることは、しっかりや
ろう」とスタッフ一同で知恵を出し合い、さまざま
な事業展開をはかってまいりました。
　おかげさまで、会員をはじめ勤労者県民の皆さ
んのご理解を得て、無事に事業を実施することが
できました。改めて深く感謝を申し上げます。
　さて、2022年は、私たちにとって大きな節目とな
るメモリアルイヤーであります。
　まず、当財団にとっては財団設立25周年を迎え
ます。また、協同組合の父・賀川豊彦記念館創立
20周年、戦国時代最初の天下人三好長慶生誕500
周年、さらには、沖縄復帰・日中国交回復50周年、
“人の世に熱あれ、人間に光あれ”と訴えた全国水
平社結成100年などの記念すべき年であります。
　このようなメモリアル年の中、当財団にとって

2022年度の重点課題は、
⑴　財団設立25周年を記念し、次の四半世紀を展
望した、瀬戸内サーカスファクトリー公演をはじ
めとする記念事業の実施。
⑵　あわ～ず徳島アップデート基本構想の策定
と、完全自立化へ向けた“会員15,000人突破！感
謝と交流の集い”の開催。
⑶　吉野川市ちびっこプラザとファミリー・サポー
ト・センターの運営開始とワンストップによる子
育て支援拠点の全県下への拡大。
⑷　加速する少子化の中、マリッサ５周年とアミコ
ビル移転を機に、“結婚したい”を応援するマ
リッサとくしまの更なる拡充。
⑸　ユニバーサルカフェ“つながり”をはじめとす
る「共生社会の徳島創造」へ向けた諸事業の具
体化。
⑹　県内の平和祈念植樹ヒロシマ被爆アオギリⅡ
世の写真集・写真パネル展の開催と、NGOの一
員として「世界核兵器禁止条約」の第１回締約
国会議への参加。
などであります。
　新型コロナウィルスは、依然として世界の脅威で
あり、人類最大の課題であります。このような時代
だからこそ、揺るぎない国際協調・協力が求めら
れています。私たちは改めて財団の理念である
「人々の連帯を軸とした“共助・共生の福祉社会」
の実現へ向け、しっかりと歩んでいきたいと決意し
ています。
　新年にあたりまして、皆様のご健勝、ご活躍を祈
念すると共に、当財団への更なるご支援、ご協力を
お願い申し上げ、新年のごあいさつといたします。

〈（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク役員〉

2022年ごあいさつ

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
理 事 長

副理事長

〃

〃

専務理事

常務理事

理 事

〃

〃

久　積　育　郎

林　　　香与子

川　越　敏　良

梅　田　尚　志

杉　本　友　好

石　堂　佳　子

弘　田　昌　紀

小　原　直　樹

小　笠　恭　彦

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県経営者協会・会長

（公社）徳島県労働者福祉協議会・会長

徳島県商工労働観光部・部長

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県市長会・事務局長

徳島県町村会・常務理事

徳島県商工会議所連合会・専務理事

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

〃

市　原　俊　明

新　居　栄　治

藤　岡　一　雄

兼　松　文　子

加　渡　いづみ

佐　藤　晃　子

武　田　勝　行

木　具　　　恵

大　谷　竹　人

徳島県商工会連合会・専務理事

四国労働金庫徳島営業本部・本部長

こくみん共済 coop 徳島推進本部・本部長

（公社）徳島県労働者福祉協議会・常務理事

四国大学短期大学部・教授

株式会社ポチっとつながるPOTZ・代表取締役

税 理 士

徳島県中小企業団体中央会・専務理事

日本労働組合総連合会徳島県連合会・会長
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徳島県生活協同組合連合会

　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　新年あけましておめでとうございます。
　平素より、会員生協の皆さまには、連合会の活動にご支
援ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
　昨年は、東京オリンピック、パラリンピックが開催されま
した。日本人アスリートの目覚ましい活躍をはじめ世界中
の人々が熱狂した年でした。一方でオリンピック、パラリン
ピックと並行するように新型コロナウイルスの感染拡大が
広がり、外出自粛要請、経済・雇用の不安化、働き方改革
など社会のシステム、人々のくらしにも大きな影を及ぼすこ
ととなりました。
　また、はっきりとした報道はされていませんが、オリン
ピック、パラリンピックが閉幕し人流の抑制や様 な々自粛を
一人ひとりが守っていることやワクチン接種が進んだことに
より感染者数は大きく減少しました。そうした中で、消費者
を取り巻く環境は、コロナ禍の中での節約志向や昨年10月
以降の原料価格の高騰、ガソリンの大幅値上げなどにより、
くらしの厳しさは、益々増していくことが考えられます。

　そういった中、私たち協同組合は、農林水産業、購買、
金融、共済、就労創出、福祉、医療、旅行、住宅など多岐に
わたり、生活文化向上のため共通の目的をもったものが集
まった組織です。
　また、毎年７月第1土曜日は、世界の協同組合が協同組
合の発展を祝い、さらなる前進を誓い合う日を「世界国際
協同組合デー」としています。今年の７月2日の第1土曜日
が100回目の国際協同組合デーの記念日となります。
　今こそ、それぞれの強みを発揮して柔軟に力を合わせる
ことで、くらしへの役立ちを強め、地域になくてはならい協
同組合としての役割をしっかりと果たしていくことが大切
です。より良いくらし実現のため皆さまと今まで以上に連携
しながら益々発展できる年にしていきましょう。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新春のご挨拶

徳島県生活協同組合連合会

　　会　長　大久保　秀幸

〈徳島県生活協同組合連合会役員〉
役 職 名 氏 　 　 名 所 属 単 協 名
会　　長
副 会 長
専務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

大久保　　秀　幸
藤 岡 　 一 雄
堺 谷 　 信 行
野々村　　拓　也
岸     照 人
山 本 　 浩 史
北 岡 　  　 徹
志 田 　 敏 郎
神 田 　 斉 宜
儀 宝 　 正 一
吉 野 　 才 治
宮 本 　 久 恵
田 中 　 秀 治

生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 学 校 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 県 職 員 生 活 協 同 組 合
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合

フ レ ッ セ

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中はフレッセの活動に対しまして、ご理解とご
協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　私たちは建設業に従事する仲間の仕事と生活を
守る取り組みとして、健康保険、労働保険、組合共
済など様 な々活動に取り組んでいます。
　また住環境の改善や地域経済の活性化にもつな
がるリフォーム助成制度の創設や拡充、建設労働者
の処遇改善への取り組みである公契約条例の制定
や建設キャリアアップシステムの推進にも取り組んで
います。
　さらに県民の命を守るための住宅の耐震化に向

２０２2年
年頭のご挨拶
フレッセ

　執行委員長　大 地 　 均

けた取り組みとして、耐震シェルターの普及や耐震
改修も推進しています。
　私たち建設産業を取り巻く環境は依然厳しく、高
齢化、担い手不足、処遇改善など課題は山積です。
　これまでに培った仲間からの信頼と支持のもと、建
設労働者・職人の仕事と生活を守るための取り組み
を進めていき
ます。
　皆様方のご
健勝とご活躍
を祈念するとと
もに、今後とも
フレッセの活
動へのご理解
とご協力をお
願い申し上げ、
新年のご挨拶
といたします。

〈フレッセ県本部役員名簿〉
役 職 名 氏　　名

執 行 委 員 長
副 執 行 委 員 長

〃
書 記 長
財 政 部 長
執 行 委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

青 年 部 長
会 計 監 査

〃
〃

大　地　　　　均
楠　野　　　　進
賀　治　　隆　志
森　本　　　　光
住　友　　　　寛
中　　　　敏　昭
秋　山　　　　威
美　馬　　啓　二
坂　本　　健　作
矢　野　　康　彦
花　本　　和　広
森　　　　康　弘
中　川　　雅　彦
岡　田　　　　博
高　田　　昌　治
奥　尾　　　　健
平　田　　孝　夫
山　伏　　忠　信
藤　本　　順　二
中　野　　祐　樹
春　野　　市　治
髙　橋　　　　敏
多　田　　　　勲
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　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、NPO法人徳島労働安全衛生センター
の活動に対しまして、ご理解とご支援を賜り厚く御礼
申し上げます。
　当センターでは労働災害や職業病を未然に防止
するため、労働者の安全と健康に関する調査、相談、
教育、啓発事業、衛生管理者の育成などの活動に
取り組んでいます。
　労働災害を減少させるために、国や事業者、労働
者等が重点的に取り組む事項を定めた５ヶ年計画
の「徳島13次労働災害防止推進計画」では、2017
年と比較して2022年までに死亡者数を15％以上、死
傷者数を５％以上減少させることを目標としています。

　計画の４年目となる２０２１年度は、目標達成に向
け重点業種でもある製造業、建設業、林業、陸上貨
物運送業、第三次産業への対策に引き続き取り組
むとともに「高年齢労働者の安全と健康確保のガイ
ドライン」の周知指導、外国人労働者に対する安全
衛生教育の促進など労働者に応じた対策などに取
り組んでいくことになっています。
　また、第22期目となった「第一種衛生管理者養成
講座」は受講生にも新型コロナウイルス感染症対策
にご協力いただきながら実施することができました。
　本年も労働者の安
全と健康を守るため
当センターの運営に
対しまして、ご理解と
ご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。
　皆様のご健勝とご
活躍を心からお祈り
申し上げまして新年
のご挨拶とさせてい
ただきます。

新年のご挨拶
ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　　理事長　森　本　　光

ＮＰＯ法人 徳島労働安全衛生センター

〈役  員  名  簿〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副理事長
〃
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

森　本　　　　光
島　　　　和　久
中　川　　孝　文
吉　野　　泰　甲
鵜　飼　　克　尚
川　口　　誠　二
原　田　　俊　彦
下　　　　則　子
井　内　　　　猛
亀　田　　　　真
三　橋　　松　男
岡  　　　 美由紀
小　合　　弘　人
川　口　　智　史
堺　　　　誠　水
岡　本　　大　治
森　内　　信　哉

　新しい年を迎えるにあたり謹んで新年のごあいさつ
を申し上げます。
　旧年中は徳島県退職者連合に対し、格別のご支援・
ご協力を賜りありがとうございました。
　徳島県退職者連合は昨年12月10日、第29回定期総会
を開催し、コロナ禍という大変な状況の中にあって工夫
しつつ取り組んだ組織拡大や社会保障制度に関わる取
り組みなどについて総括するとともに「暮らしに安心を
　未来に希望を」をメインスローガンとする2021年度運
動方針を決定しました。
　向こう１年を展望した時、私たちを取り巻く情勢は、新
型コロナは沈静化するかに思われたものの年末にかけ
て新たな変異株（オミクロン株）が急速に拡大し感染拡
大第６波の懸念が大きくなっています。
　また、衆議院選挙の結果、政党の勢力分布が変化し
たことにより、特に「憲法改正」をめぐる動きは注視と警
戒が必要と思われます。
　退職者連合として、本年の大きな課題に組織拡大・強

化の取り組み、社会保障制度に関わる取り組み、平和の
取り組みなどがあります。
　私ども退職者連合は、現役労働者の皆様と力を合わ
せ「現・退一致」を基本に、親睦と交流を第一義にしつつ
「誰もが地域で生き生きと、安心して暮らせる社会の実
現」をめざして取り組む決意です。
　2022年も皆様方とご家族様のご健康とご多幸を御祈
念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きます。

2022年
新年のご挨拶
徳島県退職者連合

　　会　長　杉　山  　勤

徳島県退職者連合

役 職 名 氏 　 　 名 組 　 織 　 名
会 長
副 会 長

〃
〃
〃

事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

顧 　 　 問
〃

〈徳島県退職者連合役員〉

杉　山 　勤
澁　谷 良　臣
近　藤 啓　治
八　木 由利子 
高　根 研　治
山　藤 正　義
坂　尾 直　也
福　井 英　利
岩　崎 啓　二
坂　本 忠　成
大　倉 武次郎
赤　松 邦　博
国　見 　聖
鏡   和　博
有　瀬 政　明
井　内　　克　典
清　田 麻利子
山　本 日出夫
蔦　 泰　見
橋　本 保　子
冨　田 真由美
小笠原  幸 雄
日　下　　公　明

ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
全日本自治体退職者会徳島県本部
日本郵政グループ労働組合徳島連協退職者の会
全 日 本 自 治 体 退 職 者 会 徳 島 県 本 部
ＵＡゼンセンIKI・IKIライフクラブ徳島県支部
林 野 関 連 退 職 者 の 会 徳 島 県 支 部
徳 島 県 労 働 金 庫 退 職 者 の 会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
全日本自治体退職者会徳島県本部
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
全 た ば こ 退 職 者 の 会 池 田 支 部
徳 島 バ ス 労 働 組 合 退 職 者 会
徳 島 造 船 退 職 者 の 会
農 林 水 産 省 徳 島 退 職 者 の 会
全国山林労働組合徳島県本部退職者会
全日本自治体退職者会徳島県本部
徳 島 県 農 協 労 連 退 職 者 会
徳島県退職者連合南部地域協議会
徳島県退職者連合西部地域協議会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
徳 島 県 退 職 女 性 教 職 員 の 会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会



〈役員名簿〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

前　田　すづ子
國　見　　　聖
村　田　知江美
元　川　　　仁
久　積　育　郎
辻　　　博　史
清　田　敏　弘
佐　伯　雅　子
東　條　恭　子
板　東　喜代子
坂　尾　直　也
高須賀　雅　美

新年のご挨拶

ＮＰＯ法人壮生

  理事長 前 田　す づ 子

ＮＰＯ法人 壮 生

　新年明けましておめでとうございます。謹んで
新春のご祝詞を申し上げます。今年こそは新型コ
ロナウイルスの感染拡大がおさまり元の活動がで
き、世界中におだやかな暮らしが戻りますように
願わずにはいられません。
　壮生の活動も、コロナウイルス感染対策をしな
がら、なんとか継続しております。今年も元気に活
動を進めるため、参加者を増やしながら、生きがい
づくり、元気な高齢者づくりに努めます。残りの人
生を大切に、今だから出来ることにチャレンジし、
一日一時間を悔いなく笑顔でいられたら幸せです
ね。皆さんとともに、今だから出来る・やれること
に挑戦してみましょう‼

　新年を迎え、最近感動した言葉をご紹介します。
「たったひとりしかない自分を、たった一度しか
ない人生を、本当に生かさなかったら、人間生ま
れてきたかいがないじゃないか」
　まずは自分の足もとをみつめる。人生という地
図のない旅をするのは自分自身の心です。旅の目
的地をめざし、今という時をどう生きるのか、ど
んな小さなことであっても「今の自分に出来るこ
と」が必ずある。
　本年もよろしくお願いします。

と　く　し　ま　労　福　協 2022年１月 （９）

【お問い合わせ連絡先】　　
       連合徳島・山本   088-655-4105

県民と働く者のとくしまフェスタ2021
「2022Syuntoふれあいファミリーデー事業」絵画を募集します!

「わたしのゆめ」テーマ

【応募できる人】　　　徳島県内の小学生であれば誰でも応募できます。
【募集している期間】　202１年11月１日～202２年２月15日（必着）
【作品の素材と送付方法】
　　作品の用紙は、八つ切り画用紙としますが、クレヨン・絵具・鉛筆など、指定なし。
　　(デジタル作品･立体物などはダメです。)

募集期間内に、応募用紙を連合徳島ホームページからダウンロードして
必要事項を記入し、作品裏に貼って下記まで送付してください。　（※送料は各参加者でご負担ください。）
　　　　　　　　〈送り先の住所〉　〒770-0942　徳島市昭和町３丁目35-1
　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県労働福祉会館６階　連合徳島

【賞　品】　低学年の部門・高学年の部門に次の賞があります。　　　
　　最優秀賞　　　　　　　　　　（旅行券５万円×各部門１本ずつ）  
　　特　　選　　　　　　　　　　（お肉引き換え券５千円×各部門５本ずつ）
　　夢ふくらむで賞　　　　　　　  （図書カード５千円×計20本）　
　　連合徳島会長賞　　　　　　　（携帯型ゲーム各部門１本ずつ）
　　徳島県労働福祉協議会会長賞　（バーベキューコンロ＋お肉引き換え券５千円各部門１本ずつ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記の受賞者に2022年３月13日（日）表彰式でお渡しします。【展示・紹介】
　作品は、ギャラリー（徳島市万代町５丁目７１-４・クレエール）に
　掲示します。
　応募作品は、連合徳島フェイスブックで紹介予定です。



と　く　し　ま　労　福　協（10） 2022年１月

地域ライフサポートセンター

徳島中央ライフサポートセンター

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮 本 武 司
丹 下 智 博
乾 　 浩 二
森 本 　 光
杉 本 友 好
谷 本 　 智
穴 吹 誠 司
大 西 雄 大
松 本 光 弘
西 　 英 二
遠 藤 好 人
中 野 修 次
松 木 　 淳
青 山 広 樹
谷 　 敏 明
元 川 　 仁
山 本 恭 資
市 川 智 浩

徳 島 地 域 代 表
四 国 労 金 徳 島 営 業 本 部
こくみん共済 coop徳島推進本部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 従
四 国 労 金 徳 島 北 支 店
四 国 労 金 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
徳 島 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
N P O 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島中央ライフサポートセンターの諸
事業に格段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　当センターは、ワンストップサービスの拠点として、
関係団体とのネットワークにより「暮らしなんでも無
料相談」、日々の暮らしに役立つ情報の提供など地
域福祉や労働者福祉の向上を目指した様々な事業
を行い、地域住民はじめ県民の皆様の生活をサポー
トしています。
　昨年の活動としては、11月11日には、全国一斉
「奨学金に関する相談ダイヤル」を開催しました。
　恒例となりました「キウイ収穫体験祭り」を11月13
日には佐那河内村の果樹オーナー園で行いました。
当日は、約139名が参加、素晴らしい晴天のもと多く
の方がキウイ収穫を体験し、試食を楽しみました。
参加者が持って帰った残りのキウイは、子ども食堂
“ソライロテーブル”に寄付をさせていただきました。
　また、11月22日には「リラクゼーション・ヨガ」を開

催。今年は人数を半分にしました。
　本年も、コロナ禍ではございますが、地域住民と
の結びつきを強め、地域から期待される「ワンストッ
プサービス」機能の充実に努めてまいりますので、格
別のご支援、ご協力、ご指導を賜りますようお願い申
し上げます。

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

監　　　事
　 〃 　

桐 川 裕 成
遠　藤　好　人
乾 　 浩 二
上　田　匠　児
蔦 　 泰 見
南 　 　 馨
西 内 大 貴
秋　山　和　久
森 本 　 光
谷 口 清 美
黒 川 久 美
和 田 　 梓
切 上 明 彦
谷 　 佳 典
中 川 和 昭
福 永 秀 雄
矢 藤 寿 浩
逢 坂 宏 和
白 川 隼 也

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫徳島西部ブロック
こくみん共済 coop 徳島推進本部
ＰＨＣ労働組合四国支部
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ 町 職 員 労 働 組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合連合会
ＰＨＣ労働組合四国支部
美 馬農協 職 員労 働 組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞

徳島西部ライフサポートセンター
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は徳島西部ライフサポートセンターの活動に
対しまして、ご支援とご協力をいただきましたことに心
から御礼申し上げます。
　１年間の活動として、法律相談を月１回（第１火曜
日）、若者のための就労相談については週1回（毎週月
曜日）行い、充実をさせてきました。また、生活困窮者
支援事業のうち、つるぎ町と東みよし町の就労準備支
援事業を行い、県やつるぎ町、東みよし町、社会福祉
協議会と連携し、就労準備の情報の共有化を計りまし
た。他にも、スポーツ少年団支援や着ぐるみ貸出事業、
エコ活動等も実施しました。
　夏の恒例行事である「夏休みフェスティバル」は新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年も中止と
なりました。しかし、「ゆとり・癒しのウォーキング～紅
葉と温泉の大歩危峡～」は11月21日に開催することが
でき、60名が参加しました。紅葉が見頃の中でのウォ
ーキングの後には妖怪屋敷と石の博物館の見学や遊
覧船にも乗り、また温泉に入るなどをして楽しんでいた
だきました。そして、「奨学金に関する電話相談」も全

国一斉で開催しました。
　本年も、幅広い勤労者層と地域社会に根ざす「労
働と生活」をサポートする運動体として、コロナ禍で一
層厳しくなった働く者の環境や雇用をしっかりと守り、
生活に安心を取り戻す取組みを行ってまいります。今
後とも、皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。



と　く　し　ま　労　福　協 2022年１月 （11）

徳島南部ライフサポートセンター

役  職  名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

岩 佐　　洋 志
大 津　　成 功
中 島　　卓 也
佐々木　　美　紀
乾 　　　浩 二
森 口　　芳 洋
石 堂　　佳 子
益 田　　英 明
葉 田　　博 章
篠 原　　伸 明
谷 本　　修 司
前 田　　 　淳
小 松　　裕 哉
大　内　　　　仁
和 田　　龍 輔
市　塚　　美由紀
川 野　　典 昭
小 川　　由 佳
岩 佐　　幹 彦
多 田　　圭 一

自治 労 阿 南 市 職 労 連
ＪＰ労 組 徳 島 南 支 部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫阿南支店
こくみん共済 coop 徳島推進本部
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ
専 　 　 　 従
紙パ連合 王子新労富岡支部
四国電労 阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自治 労 阿 南 市 職 労 連
四電ビジネス労組　橘湾支部
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 牟 岐 町 職
全 国 一 般 柏 涛 会 支 部
阿 南 農 協 労 組
南 部 地 協 女 性 委 員 会
新日本電工労組 徳島支部
自 治 労 徳 島 県 職

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞

　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、徳島南部ライフサポートセンター

の諸事業に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

　昨年度の活動として、「暮らしなんでも相談」

「アルミ資源回収運動」「自動車運転免許取得特

別講座」「県民と働く者のとくしまフェスタ 2021」

「奨学金に関する相談ダイヤル」等、取り組んで

まいりました。

　毎年恒例となりました「第 26 回自然とふれあ

う健康ウォーク in美波」を11月 20日竜宮公園・

日和佐総合体育館で約250名の方々に参加をいた

だき、開催いたしました。コロナウイルス感染症

も落ち着きを取り戻しつつある中でありました

が、充分な 3密対策を実施し、晴天にも恵まれ有

意義なひとときをお過ごしいただきました。

　本年も微力ながら「生きがい・やりがい・働

き甲斐を求める人達の為に、色々な角度や形で

のサポートに努める」ことが任務であるとの認識

を強く持ち、地域の方々、労働福祉団体やＮＰＯ、

社会的資源などと幅広く連携しながら「連帯・協

同でつくる安心・共生の福祉社会」をめざす活動に
寄与していきたいと考えます。
　今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

〒770-0942  徳島市昭和町3丁目35－1 
（公社）徳島県労働者福祉協議会　お年玉プレゼント係
 FAX ０８８－６２５－５１１３

プレゼント!!
大谷○平

応募方法

送 付 先

※記入された個人情報等はプレゼント発送以外の目的では使用しません

問題

正解者の中から抽選で30名様に

図書券（1,000円）をプレゼントします。
応募締切日 2022年1月末日

大リーグ・エンゼルスで投打にわたる「二刀流」で
活躍し、今季のアメリカン・リーグの最優秀選手
（MVP）に選ばれた選手は？
(○に当てはまる漢字１文字をお答えください)

官製ハガキまたはＦＡＸ用紙に解答を書いて、下記
あて先まで送付して下さい。その際、住所、氏名を必
ずお書き下さい。

中央労福協マスコットキャラクター

「きょうちゃん」が誕生しました！！

【肩書き】

【お名前】

【誕生日】

【属　性】

【性　格】

労福協のマスコットキャラクター

きょうちゃん

11月26日

イルカ

仲間とコミュニケーションを

かわし、チームワークが良く、

人と関わることが好き♥

ー “きょうちゃん”Profile ー
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編集･発行人　川　越　敏　良
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　　発　行　公益社団法人　徳島県労働者福祉協議会
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　e-mail tokushima@rofuku.or.jp

※20 歳未満の組合員の方、こくみん共済 coop に住所登録・電話番号登録をしていない方、有効なメールアドレスをお持ちでない方、下記の
　職域共済本部を通じて加入している方（たばこ共済本部、森林労連共済本部、自治労共済本部、全水道共済本部）については当サービスを
　お申込みするこができません。また、上記以外にもご契約内容や所属している団体によってはご利用いただけない場合がございます。

こくみん共済  coop組合員向けサービス

パソコンからも
 ご利用いただけます！

「こくみん共済  coop」は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心と
ゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛
同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の
組合員となることで、各種共済制度ををご利用いただけます。

徳島推進本部
（徳島県共済生活協同組合）

〈四国ろうきん ) の詳しい情報は各営業店にお電話で。

徳島市昭和町 3 丁 目 3 5 - 1         　 ☎  ( 0 8 8 )  6 2 3 - 1 1 1 1
三 好 市 池 田 町 サ ラ ダ 1 6 1 2 - 2 　     ☎  ( 0 8 8 3 )  7 2 - 0 3 9 9
板 野 郡 北 島 町 中 村 字 東 開 1 0 - 5 　    ☎  ( 0 8 8 )  6 9 8 - 1 1 1 1
阿 南 市 富 岡 町 ト ノ 町 7 1 - 2 0 　       ☎  ( 0 8 8 4 )  2 2 - 2 1 3 2
吉 野 川 市 鴨 島 町 鴨 島 3 4 2 - 1 　    　  ☎  ( 0 8 8 3 )  2 4 - 3 1 1 3

徳島ローンセンター
德島市中島田町 1 丁目 11 - 1
☎ ( 0 8 8 ) 6 3 4 - 1 0 0 0

徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開 10 - 5
☎（088）698 - 1 1 1 2

徳 島 支 店
池 田 支 店
德 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

761-2121-007
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